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1 前回の課題

先月までは，「はじめに」の引用論文の調査と同時にそ

れ以降の章の執筆も行った．前回の課題を以下に示す．

• 「はじめに」における引用部分の検討および引用論
文の調査

• 感性の問題を扱うかどうかの検討

• 4.3以降の執筆

• 論文の投稿

2 研究の進捗状況

2.1 論文の引用および執筆状況

「はじめに」における論文の引用および全体の論文執

筆については，全てが完了した．現在は，修正させた部

分について書き直しているところである．近日中に投稿

する予定である．

ここでは，報告することが少ないため，作業が滞って

いた「はじめに」の章で論文を引用した内容と論文を紹

介することにする．

• 対話型進化計算について 1, 2, 3)

• バイオモルフについて 4)

• 対話型進化計算の応用について 5, 6, 7, 8, 9)

• 遺伝的アルゴリズムについて 10, 11)

• 対話型遺伝的アルゴリズムの問題点について 12, 13)

• 並列分散遺伝的アルゴリズムについて 14)
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2.2 今後の論文投稿作業について

ジャーナル論文の投稿作業については，残りの作業が

修正作業と投稿作業だけであるが，その作業の効率性を

考えて，新しく花田さんと協同作業することになり，花

田さんも共著で今回の論文に載ることになった．

3 今後の課題

今月は，ジャーナル論文全体の執筆が一通り完了した．

さらに，修正された部分について執筆し直して，残りは

投稿作業をするのみである．来月からは，対話型遺伝的

アルゴリズムの新しい研究をスタートさせる予定であ

る．今回のジャーナル論文投稿作業にあたっては，時間

をかけ過ぎてしまったという反省がある．今後は，研究

に対して積極的な姿勢を取り戻し、もっと迅速に研究を

進めていきたいと思う．

今後の課題を以下に示す．

• 論文の投稿

• 新規研究のスタート
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